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　人を愛することが、全てを犠牲にしても悔いることがないほどまでに深く人を愛することが、どう
して罪とされるのであろうか。r緋文字』（The　Scarlet　Letter，1850）のヘスター・プリンが終生抱
き続けることになった疑念がそれであったようである。厳格な、厳格すぎるほどのピューリタソ社会
において、姦通というもっとも恥ずべき罪を犯した一人の女性が、社会に対して、人びとに対して、
そして恐らくは神に対してすら対抗しえた唯一の自己主張の根拠がそこにあった。ヘンリー・ジェイ
ムズの指摘しているように「愛の物語でこれほどr恋愛小説』らしくないものはない」1）といわれる
r緋文字』ではあるけれども、ことヘスター・プリソの生涯についてみるならば「人を愛すること」
の正当性を何にもまして第一に主張し続けた女性の姿を、やはり見失うわけにはいかないだろう。あ
る時は傲慢に、またある時は、殉教者的に、そしてもっとも多くは熱情的にみえるヘスターの生き様
は、彼女の魂の根底に横たわる熱き想いが貫かれた生の軌跡であったのだ。思えばヘスター・プリン
とは余りにも早く登場してしまったヒロインであったかもしれない。時代はしかし、まだまだ彼女の
登場を許すほどまでには十分に成長してはいなかった。ヘスターの生きねばならなかった時代、それ
は作老ホーソーン（Nathaniel　Hawthorne，1804～1864）が生きていた時代から、更に二世紀もさか
のぼる初期ニユー・イングランドの植民地であった。
1
　ヘスターの犯した罪は姦通である。しかしそれについての作者の具体的な説明は何もない。よく知
られているようにr緋文字』は罪がすでに犯されてしまってからの物語であるからだ。とはいえヘス
ターの罪が露見したのは、あくまで不義の子パールの誕生という隠しようもない事実が出て来たから
で、ヘスター自身が自発的にその罪を告白していないことは明らかである。それは物語の冒頭部分
（2章）、ヘスターが「処刑台」の上でさらしものにされる場面から推測されることである。監獄から
群集の前にその姿を現わしたヘスターは、自分を取り巻く群集の好奇と侮蔑の視線に直面して、思わ
ず自分の胸に抱いていた幼児（パール）をしっかりとその胸にかき抱く。しかし「それは母親にふさ
わしい衝動というよりは、自分のドレスに縫い付けるか留めるかしたあるしるしを隠すためらしかっ
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た。」（p．342）この「あるしるし」というのはヘスターがその犯した罪ゆえに、終生その胸に付けて
おかねばならないAdulteress〔姦婦〕を示す緋色の文字Aである。これを隠すためにヘスターは幼
児を抱き締めたのである。本来ならば強圧的な周囲の視線にさらされて、思わずわが子を抱き締める
という「母親に凶．さわしい衝動」の発露であるはずの場面が、ここでは利己的な自己防御の場面とな
っている。そうまでして隠しておきたい罪をヘスターが自ら進んで白状するはずもない。しかし幼児
をかき抱いたヘスターは、そのすぐあとで今度は幼児を片腕に抱きかえ、顔を真赤に染めながらも傲
然と群集に対峙している。それは「恥のしるしを一一一・つ隠せても、もう一つのしるしをうまく隠せはし
ない」（p．　342－3）とヘスターが賢明にも判断したからである。この判断、つまり緋文字は隠せても
「もう一つのしるし」であるパールは隠しようもないという判断は、その罪がパールの誕生によって
暴かれたヘスターの状況に深く根ざしたものであることは間違いない。
　それでは、このようにヘスターの罪を暴いた社会、ピューリタソ社会とは一体どんな社会であった
のだろうか。ホーソーンによれば、それは次のような「方針」によって支配されている社会であっ
た。
　もっとも秘められた罪さえをも探究し、そしてそれを真昼の太陽の一番明るい光の中で、恐れも好
意をも抱かずに恥入らせること、それが私たちの祖先の方針であった2）。
　The　Puritan　of　Puritansとうたわれたジョン・エソディコット（John　Endicott，1588？・v　1665）
を描く短編中のこの言葉は、そのままヘスター・プリンの運命を予告するものでもある。自己の信念
を絶対として「もっとも秘められた罪」さえをも他人の心の内に詮索し、あまつさえその「罪」を誰
はばかることなく、いやむしろ「恐れも好意をも抱かずに」という無神経さで、白日の下に暴き出す
こと、それがピューリタソの祖先たちの「方針」であったとホーソーンは述べている。この「方針」
はもち論、そのままの形でr緋文字』の社会を支配している。ヘスターを「処刑台」へ引き連れて行
く教区吏が「罪は日向へ引きずり出されるんだ！」（p．344）と勝ち誇ったように叫ぶとき、彼はよく
この「方針」を体現していたわけである。
　ところで、こうした冷酷な「方針」がどうしてピュ　’一リタンたちを支配することになったのであろ
うか。それはA・シンプソンが指摘しているように、ビュー’一リタソとは自己のr回心体験」をもとに
して、神に「選ばれたもの」の二つの義務を負うている人びとであったからだ3）。絶えざる自己の内
省と他者の内にひそむ悪の追求がそれである。そして後者の他人の悪の追求という責務こそが、ホー
ソーソがはっきりと批判したように、罪人としての謙虚さを忘れさせ、ただ他人の悪の摘発にのみ従
事するエソデイコットのごとき人物を生み出す素地となっているのである。しかもそうしたピューリ
タンたちの行為は、それが「選ばれたもの」の当然の義務であったばかりでなく、神の救いをうける
うえで、絶対不可欠なことと考えられていたので、その行為がいっそう神聖化され、歯止めがきかな
くなる危険性をはらんでいた。自らの祖先に有名な魔女裁判を行った判事をもつホーソーソにとっ
一　136一
て、これがピ＝一リタン社会の厳しい現実であると同時に、その許し難い側面と映っていたのは間違
いないの。ヘスターの立つことになる「処刑台」にふれてホーソーンは、たとえ如何なる罪を犯した
とはいえ、人間を「公衆のさらしもの」（p．345）とするような刑罰は「私たちに共通な人間性にも
とる暴虐行為」（同）だと厳しく断じているからである。
　こうした社会にあってヘスターはその罪を暴かれたのだ。しかしだからと言って彼女がその社会に
負けたわけではない。ピューリタン社会において、もっとも恥ずべき罪を犯しながら、ヘスターは敢
然と裁きの場に立ち尽している。それは罪に汚れ、恥辱にまみれた女の姿を予期していた人びとを呆
気にとらすほどの「強さ」である。表面的には罪を認め、その裁きに服しながら、その実決して悔い
改めていないヘスターがそこに立っている。そのうえヘスターはピューリタン社会の「方針」に逆っ
てさえいるのである。彼女に姦通の相手の名前を白状させようと執拗に迫ることで、他人の悪の詮索
とその暴露という「方針」にどこまでも忠実たろうとする牧師や知事の命令を、ヘスターが最後まで
拒み続けていたからである。こうしてヘスターは表面的な敗北の場面で、とうとう「一種の不気味な
勝利」（P・367）さえ勝ち取ってしまうのである。一だがこの「不気味な勝利」は、同時に彼女がピュ
ーリタン社会から追放されることをも意味していた。
　彼女〔ヘスター〕は眼をおとして緋文字を見詰め、この幼児とこの恥とは事実だということを確か
めようとして、自分の指でその文字に触れてみさえした。そうだ！一これらが彼女の真実であっ
た一他のことは全て消えてしまっていた！（p．349）
　自分の住む社会の掟に従わぬ者は、自らの力でその掟を覆すことができない以上、その社会から孤
立するか、その社会から逃亡するかの二つに一つの選択を強いられる。緋文字に触れて「幼児」と「恥」
とが真実であることを確認したヘスターにとって、「逃亡」はこのとき問題外のことであった。「恥」
の原因となった罪はこの地で犯され、「彼女の罪、彼女の恥辱は土の中に突き刺した根」（p．368）と
なって「逃亡」を妨げていたからである。また共に罪を犯し、「幼児」を儲けた恋人がまだこの地で
暮らしていたからである。社会への復帰一それは恋人の名前を言うことで達成される一を拒み、
「逃亡」も叶わぬとあれば、ヘスターの取るべき道は唯一つ、社会からの「孤立」であった。それは
社会の側からみれぼ、ヘスターの「追放」でもあった。処刑台の上で二つの真実を確認したヘスター
は、そのときすでに、そのあとに続く長い試練の日々に対して十分の決意を固めていた。
　こののちヘスターは幼いパールを連れて、植民地の町はずれ、海岸に面した「小さな草ぶきの田舎
家」（p．369）に移り住んだが、この田舎家ほど彼女の住居としてふさわしい所は他になかった。と
いうのは、彼女を裁いた社会からみればもっとも職悔に適した場所ともみえるこの田舎家は、一歩そ
の方向をたがえれば、そこからはピューリタソの掟の支配できない旧世界に通じる海に、「人間の掟
にも従わず、より高い真理にも輝かない未開異端の自然の森」（p．488）に面していたからである。
そしてこの地はまた、ヘスターと社会との緊張関係を見事に支える役目をも果していた。この田舎家
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でヘスターは「思索の自由」（p．450）を味わったのであり、「彼女の運命や運勢の傾きが、彼女を自
由にする方向」（p．485）へと突き進んで行ったからである。過酷な「方針」に貫かれている社会も
彼女がこの地に止まる限りは、たとえ彼女が「清教徒の基礎をくつがえそうとするかどで……死の宣
告をうける」（p．451）に価する考えを抱こうとも、それを黙認せざるをえなかった。この地を拠点
にヘスターは、七年の長きにわたる試練の日々を耐え続け、恋人の死後一度は離れたこの田舎家に、
再び一人で帰還してその生を全うする。
II
　自分を罰した社会に対して、表面的にはその罰を受け入れながら、自分の力で守れるものはあくま
でも守り通していくヘスターの姿一それはアーサーの名前を明かさなかったことと、パールをヘス
ターの手から奪い取る策謀に断固として反撃に出たことでよく理解される一には大変な「強さ」が
秘められている。しかしこのヘスターの「強さ」が、彼女の前の夫、今ではチリングワースとその名
を変えた男に向けられるとき、それは驚くべきほどの冷淡さと無反省振りとを伴ってくる。チリング
ワースへのヘスターの態度とは、情に従い理性を置き去りにした人間のそれである。もとより情を押
え、理性に従っていたのなら、ヘスターがあのような罪を犯すはずもなかったわけだが……。ともあ
れヘスターは罪を犯し、あくまで不屈だ。だとすれば、この裏切られたことになるチリングワースが
心の傷を癒すために「悪魔の務めを果たす気」（p．455）になったとしても、それほど不思議なこと
ではない。ある意味ではそれは同情の余地さえあることなのだ。「結び」の章では作者さえも、アー
サーの愛とチリングワースの憎しみとは、その方向が違ってはいたけれども「情熱」（p．542）とい
う点では「本質的に同じもの」（同）だと述べて、それまで一貫して悪鬼の役割を演じた男に、一片
の同情の念を表明している。
　にも拘らずヘスターの態度はどこまでも強気で、チリソグワースに対する反揆の念と憎悪の気持
が、夫を裏切ったことで生まれる良心の苛責を押しつぶしてしまうのだ。例えば、獄舎で夫の訪問を
受けたヘスターは、彼に対して許しを乞うその前に、「私はあなたに隠したりしませんでした。愛情
も感じていなかったし、感じているふりもしませんでした」（p．363）と言い放つ。これは自己の行
為の正当性を信じるものの発言ではあっても、少くとも相手を裏切り、傷つけたことを反省したもの
の発言ではない。またその場でなされた二人の約束一二人が夫婦であったことを誰にも言わない
一は、その約束のために自分の愛するアーサーが苦境に陥っていることを知ったヘスターによっ
て、いとも簡単に破棄される。如何なる迫害を受けようとも、決してその名を口にしなかった彼女の
アーサーへの忠誠振りをここで思い出しておくならば、この女性の情の深さとその反面である冷酷さ
が、いっそう際立ってくるのである。更に言えば数年後、チリングワースと再会したヘスターは、そ
こに悪魔となり果てた一人の老人の姿を発見し、「ここにもう一つの破滅があった」（p。456）と気づ
いて、それに対する責任を痛感する。しかしその時でさえヘスターは、彼と別れるとすぐに「罪であ
ってもなくても、私はあの男が憎い！」（p。461）と吐き捨てるように言い、以前チリングワースと
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暮らした日々を振り返って、「私を裏切ったんだわ！　私にされたよりもひどいことを私にしたんだ
わ！」（p．462）とまで考えているのである。
　この夫を裏切ったはずのヘスターに、逆に自分は裏切られたとまで言わしめたもの、それこそがヘ
スターを冷淡にし、無反省にさせているもともとの原因であり、それはヘスターの胸にはあふれるほ
どあり、チリソグワースの胸には致命的に欠けているものであった。そのことは先にも述べた「処刑
台」の場面で、すでにはっきりと示されている。物見高い群集の押し寄せている広場に偶然にも来合
せたチリソグワースは、「処刑台」の上に立っている女が、実は自分の妻だと知って、一瞬その顔に、
蛇がのたうち回ったような「身もだえする恐怖の情」（p．350）を浮べていた。だがもともと理性的
であったこの男は、予想外の事態に逢着してしばし当惑したとはいえ、たちどころにその衝撃を「意
志の力」（同）でねじ込んで、平然と台の上のヘスターに合図を送るまでに回復する。あらゆる人間
がそうであるように、思わぬ事態に直面すると、誰でもその本質をさらけ出してしまうものだ。チリ
ングワースもここでその正体を暴露している。つまりチリングワースという男は、自分が愛している
はずの人間のもっとも不幸な姿に出会っても、その不幸な姿に、それがいとおしさであれ、悲しみで
あれ、憎しみであったとしても、何か互いの心を通じ合わせて共鳴するという極めて人間的な対応が
全く出来ずに、かえって自己を対象との一体感から引き離して、冷然と傍観する道を選ぶ男なのだ。
それは逆境に出会ってへこたれない人間の「強さ」であるよりも、むしろ自らの魂の平安のみを願う
人間の「弱さ」だと言ったほうが適切だろう。思えば妻に裏切られる夫などというものは、傍目には
どれほど完全とみえようとも、何か手ひどい欠陥を身の内に宿している。「裏切り」という行為がと
くに人間的な様相を帯びてくるのも、こうした加害者一被害者という単純な図式ではどうにも裁断
できない要素が複雑に絡んでいるからであろう。妻との再会の場で示されたチリソグワースの欠陥
は、彼自らが「暖かい愛情」（P．458）の欠如と呼ぶものであった。
　こうした欠陥を宿しているチリングワースは、やがて作者が厳しく断罪した他人の心の中を探ると
いうもっとも「許し難い罪」（The　Unpardonable　Sin）5）を犯していく。『緋文字』と前後して発表さ
れたホーソー一一ソの短編には、そういうもう一人のチリソグワースが登場している。「イーサソ・ブラ
ンド」（Ethan　Brand，1851）の主人公は、「許し難い罪」を他者の心に探し求め、遂には他の誰でも
ない自己の心にその罪を見出して、燃えさかる石灰焼きの窯の中に身を投じて果てている。焼け死ん
だイーサソの心臓部分には、大理石が燃えたときと同じ白い石灰が「人間の心臓の形」6）をなして残
っていたと書かれている。だとすればイーサソの胸にあったとされる「大理石」はチリソグワースの
胸の内にもやはりあったはずである。「処刑台」の上のヘスターを冷然と見放したとき、また一人で
獄舎にヘスターを訪ね、「わしとお前との間では、坪はちょうど釣り合っている」（p．364）と言った
とき、チリソグワースはその胸中で、冷たく光る「大理石」の肌触りをひんやりと感じていたに相違
ない。
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III
　「お前は緋文字にまかせた……それが怨みをはらしてくれなくとも、それ以上のことはわしにはで
きない！」（p．459）ロジャー・チリソグワースはこう言って、いやむしろこう言わざるをえなくて、
ヘスターへの直接的な復讐の企みを放棄した。もち論それは、ヘスターの胸にある「精一杯の情熱」
（p．462）に応えようともしなかった自分の弱味と、その「情熱」をまともに相手にしていくことが自
分の力の及ぶところではないことを、彼自身よく理解していたからである。ヘスターは「緋文字」に
まかせ、自分はヘスターの未知の相手を追求していくこと、それかチリングワースの描いた復讐の荒
筋であった。そしてことは実際に、彼の思惑通りに運んでいく。チリソグワースは自分が治療を施し
ている患者、牧師のアーサー・ディムズデイルこそが、探し求めていた当人であることを突き止め、
真綿で首を締めあげるようにアーサーの心の中に食い入って、それを弄び始めるのだ。それも医者と
して、アーサーをその苦しみから最終的に解放する「死」という逃げ道を巧みに閉しておきながらで
ある。一方のヘスターは、チリングワースの期待したように「緋文字」によって責め苛まれ、絶えざ
る苦痛をこうむっている。しかも「緋文字」はその胸に張り付いて彼女を苦しめていたぼかりでな
く、現実に一人の人間の姿となって彼女を苦しめていたのである。「自分のもつ一切のものを代償≧
してあがなった」（p．377）はずの不義の子パールが、実は「生きた象形文字」（p．491）として「緋文
字」の役割を分担していたからである。
　このパールが知事の屋敷を訪問したさい、居合せた老牧師の教理問答をうけて、「自分は作ったり
されたのではなく、獄舎の入口に咲いていた野バラの株から、お母さんが摘んだのだ」（p，399）と答
え、一同を驚かせたことがある。これは子供のつむじ曲りの発想から出た「幻想」（同）として、作
者によって一応否定されてはいるが、この「幻想」は決して単なる「幻想」に止まるものではなかっ
た。というのはパールとは、もともとは「罪のない生命が測り難い神慮によって、罪深い情熱の豊か
に繁るところ」（p．376－7）に咲いた「美しい不滅の花」（同）であったからだ。もとをただせば野バ
ラとパールは「罪深い情熱の豊かに繁る」獄舎の入口とヘスターの胸とに分かれて咲いた、同じ根を
もつ「美しい不滅の花」であったわけだ。そしてこの「罪のない生命」であるパールが、「罪の子」
（P，353）として生まれねばならなかった「測り難い神慮」というのが、つまりはパールの「緋文字」
としての役割なのだ。
　パールは「生まれるとき既に大きな法律が破れていた」（p．378）少女である。自分にその責任がな
かったとはいえ、社会からは「鬼子として、罪から生まれ、それを象徴するものとして」（p．381）最
初から追放されていた。一度はその社会の掟に従い、その秩序のもとに暮らしていたヘスターと違っ
て、パールは生まれながらにその社会とは全く無縁な存在であった。それゆえにパールが日光とたわ
むれたり、森の生きものたちと交感したり出来るのも理由のないことではない。彼女はピ＝一リタン
社会に生きる人びとには、とうてい理解することも推測することさえも出来ない全く自由な存在であ
り、彼女だけの「独自な秩序」（p．378）のもとに生きている。こうしたパールの状況が、その天性と
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もいえる鋭い感受性と相まって、社会への激しい反機の念を生み、また誰も気づかぬ牧師の偽善やチ
リングワースの悪企みを見抜かせているのである。
　とはいえ母親としてのヘスターは、こうしたパールの状況を望ましいものとは考えていなかった。
それはヘスターが自ら破った社会の掟〔ニュー・イングランド信仰入門書、ウェストミンスター教義
問答書の内容〕をパールに教え込もうとしていたことで明らかだ。ところがいくら熱心に教え込まれ
ようと、パールはそれを無視して、ヘスターの教化に服さない。パールは母親の胸の内をも正確に読
みとっていたということだ。肝心のところで社会の掟に背いているヘスターが、パールにだけそれを
強いたとしても、それは徒労でしかないだろう。パールはただ感受性が鋭いだけではないのだ。ヘス
ターの胸に縫い取られている緋文字Aの意味を執拗に問い続けるパールは、ヘスターがそれに正しく
答えてくれない以上、あくまでヘスターの手の届かない「独自な秩序」の世界に止まる他はない。
　しかしこの「独自な秩序」の世界、言い換えれぽパールに特有な状況とは、もとはと言えばヘスタ
ー自身が扉をたたき、そこに移り住もうとしていた世界ではなかったのか。罪を犯し、その罪を悔い
ていないヘスターが、パールに近いところに位置しているのは偶然ではない。「測り難い神慮」とは
詰るところ、この天使とも小悪魔とも見えてしまう少女を介してヘスターに、彼女が目指したはずの
世界をはっきりと提示することにあったのだ。だとすれば、自分の目指した世界の住人を必死になっ
て連れ戻そうとしているヘスターの姿から、rr緋文字』の真の結末は解決されない矛盾である」7）と
いう見方が出てくる事情も理解できよう。
　思えば人間とは、たとえどれほど否定しようとも、時代に社会に致命的に組み込まれている存在で
あった。ヘスターの姿を追っていると、ある日突然、日常生活から脱落し、不思議な生の連鎖の屠外
にはみ出してしまった男の姿が浮んでくる。ウェイクフィールド、彼もまた全く異なる「道徳」のもと
に生きねばならなかったからである8）。ヘスターとウェイクフィールド、彼ら二人には、意図的であ
ったかなかったかの違いはあるが、ともに自分の属する社会から脱落した人間として、その社会と対
抗できる独自の秩序一価値の体系一を築きあげる仕事が待っていた。だがその作業は、パールの
ような突然変異的な例外を除いて、自己の属していた社会の法則を踏み台にして達成する他はないの
である。すべての歴史が教えるように、その作業は数多くの矛盾を内包し、幾多の試行錯誤を経る運
命にある。それゆえに、その作業に従事する人間には、外的な困難に耐えるだけでなく、内的な自己
矛盾をも耐えてゆける「強さ」が要求されているのだ。理由なく脱落した男ウェイクフィールドは、
新しい価値の体系を築く機会に恵まれながら、その意味が理解できず、またその作業に耐える「強
さ」もなく、ただ自分が抜け出てしまった社会への復帰だけを願っていた。しかし自ら選んで孤立し
たヘスターは、彼とは別な道を歩む他はない。社会の規範を打ち破ったその地平から、社会に十分対
抗しうる全く新しい価値の体系を築いていかねばならなかった。「結び」の章において作者は、「もっ
と若い頃、ヘスターは自分こそ予言者の運命をもつ女かもしれない」（p．545）と想像したことに言及
しているが、確かにヘスターの歩んだ道には、「予言者」にふさわしい宿命的な矛盾を背負った女の
足跡が深く残されていたのである。
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IV
　ヘスターを悔い改めない罪人だとすれば、同じ罪を共に犯した牧師のアーサーは「後悔している偽
善者」（p．431）であった。アーサーが「偽善者」となった最大の原因は、パールによって「牧師さん
は気が小さかったのよ！　嘘も言ったし！」（p．443）と見破られ、チリソグワースによって「あいつ
の精神には耐えてゆく力がないんだ」（p．457）と指摘されているように、その胸の奥に巣くう「臆病
な心」（p．434）のせいであった。作者自身も認める通り、こうした弱点をもつ牧師は罪など犯すべき
ではなかった。そうすれば有徳の士として、それなりの名声をえた生涯を平穏無事に送ることも出来
たはずだ。ところが周囲には清純そのものとみえるこの牧師の心の中で、復讐の鬼と化したチリング
ワースが鋭くも見抜いたように、「父親か母親から強い動物性」（p．416）が受け継がれていた。この
「強い動物性」がヘスターの「精一杯の情熱」（既出）によって目覚めさせられ、アーサーの不幸の
源になってしまう。そしてヘスターが「処刑台」の上に立ったとき、アーサーは、自分の教会員であ
った彼女に、その罪の共犯者の名前、つまり自分自身の名前を言わせる役目を引き受けざるをえなく
て、とうとう「罪に偽善を加える」（p．357）はめに陥いるのだ。
　彼〔アーサー〕のような偽りの生活がもつ言い表わせぬ不幸は、その生活が神によって魂の喜びや
栄養分となるべく用意されている私たちの周りの全ての実在から、核心と実質とを盗み取ってしまう
ことだ。真実でない人間にとっては、宇宙全体が偽りであり一触れることもできず一握ると虚無
になってしまう。（p．432）
　罪を犯しながらその罰をのがれ、偽善老となり果てたアーサーの生活がこれである。そこでは「全
ての実在」がその実体一「核心と実質」一を失って、かろうじて嘘で固めた虚構だけが生き残っ
ている。別の言葉で言うならば、アーサーの送ることになった生活とは、虚像と実像とに引き裂かれ
た人間の暮らしなのだ。周囲の人びとからニュー・イソグランド始まって以来の高徳の牧師と慕われ
ながら、その実際は罪に汚れ、その罪をびくびくと隠し通そうとする卑怯老の毎日なのだ。とはい
え、こうした牧師の生活は、彼のみに固有な生活であったわけでは決してない。人間とは多かれ少な
かれ、虚像と実像との競り合いに悩むものであるからだ。あらゆる人間に、本当はそうありたい自己
〔虚像〕と現実にそうでしかない自己〔実像〕との間にズレがあり、その隙間からいろいろな悪が入
り込んでくるからだ。「人間の心の中には、おそらく全生涯を貫いて、いつまでも潜在しているであ
ろう悪があるものだが、それを呼び醒ますのはいろいろな環境であるだろう」9）と日記に書いたホー
ソーンの言葉をここで思い出しておくならば、アーサーの苦しんだ「環境」は全ての人間にも普遍的
なものであり、作者はただその「環境」をアーサーにおいて多少劇的にしたまでのことだということ
が判るであろう。
　アーサーが虚像と実像とに引き裂かれて苦悩していたとするならば、ヘスターとてそれは同様であ
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った。表面的な繊悔の生活と内面的な不服従がそれである。しかしヘスターがアーサーと決定的に異
なるのは、彼女が自分の実像に耐えてゆける人間であったという点だ。それは彼女の「強さ」として
現われているが、その「強さ」がもっともよく発揮されるのが、例えば「処刑台」の上、あるいはア
ーサーとの逃亡の計画の場面など、全ての虚飾を取り払った「息もつけない瞬間」（p．475）であった
ことを思い出していただきたい。そのとき虚豫は全く何の役にもたたず、ただ自分のもっているあら
ゆる本当のことだけが、その姿を現わして闘い始めるのだ。ヘスターとは何よりも自分の実像で闘え
る女性、自分のありのままの姿に耐える女性であった。
　これに対して「大理石」の心臓をもつチリソグワースは、アーサーと同様に実像に耐え切れない、
どうしても虚像を必要とする男性であったようだ。「処刑台」の上に自分の妻の姿を見出したチリン
グワースは、自分の魂の平安という、そのときすでに虚像と判明した幻影のみを追い続け、自分が裏
切られた夫であるという現実に眼を向けようともしなかった。彼が現実に眼を向けて、その頬にたっ
た一粒でも涙を浮べることができたなら、いかに冷たい「大理石」の心臓をもっていたとしても、ヘ
スターという実像に耐える女性を相手にして、十分闘うことも出来たはずだ。しかし森の中でヘスタ
ーと再会したチリングワースは、「まるで鏡の中で自分の姿に取って代わろうとする何やら判らぬ恐
ろしいものの姿でも見たかのように」（p．458）恐怖の情を浮べてしまう。それは実像の前では敗れ去
る他はない虚像の空しさを見事にさらけ出した場面であった。そしてアーサーとチリングワース、こ
の二人の敵対者はその「情熱」の向きが異っていただけでなく、虚像の向き一アーサーは天に称賛
される自己、チリングワ・・一・スは悪魔に称賛される自己一でもやはり異っていたけれど、もともとは
双子のように、まことによく似た男たちであったのだ。
　こうして三人が虚像と実像との競り合いに多少なりとも苦しんでいるのに反し、パールは全くその
気配すら感じさせない。もとよりパールが、この三人とは別の世界にいたことが、その説明となるわ
けだ。パールは人間社会の軋礫からも縁が切れていたのである。「全ての実在」（既出）からその実体
を奪われていた父親と比べれば、パールは自分の周りにある全てのものに「神によって魂の喜びや栄
養分となるべく用意されているもの」（同）を発見して、存分に楽しんでいるのである。少女には真
実だけがその友であり、虚偽はすべて捨てられていた。だがこの「罪のない生命」（同）、野生のバラ
として「エデンの園」（p．377）に暮らすにふさわしいパールも、やがて父親アーサーの罪の告白に立
ち会って、初めて人間の苦悩や悲哀を理解することとなり、その「まじない」（p．539）が解かれて人
間にたち戻ってゆかねばならない。
　ところで虚像と実像とに引き裂かれたアーサーの生活は、裏をかえせば虚像と実像とを一体化させ
ようとする凄じいほどの苦闘の連続でもあった。同じ虚像にすがりながら、その偽りの日々を顧みな
かったチリングワースと違って、この点でアーサーは救いに価したといえるだろう。少くともアーサ
ーには良心の叫び声が聞えていた。そして彼の苦闘は、日夜の修行や勉学の他に、「罪滅しの苦行」
（p．431）として、我が身を血で染ったむちで打つという、まことに嗜虐的な様相すら帯びてくる。夜
毎の「寝ずの行」（p．　431）も何度か行い、真っ暗闇の中で、あるいはランプを澄して、長い夜を明し
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た。そんな夜にはアーサーは、罪を暗示する黒いヴェールを被ったフーパー牧師と同様に、ふとした
機会に自分の姿を鏡の中に見出して、思わずぞっとし、幾度も顔を背けたに違いない10）。しかしアー
サー自身が叫んだように、彼の「臓悔には中味がない。……苦行は十分してきたが餓悔は何もしてい
ないのだ。」（p．477）いくら苦行を重ねようともアーサーには、ヘスターがその胸に「恥のしるし」
（既出）である緋文字を敢然と縫い留めているような「強さ」、実像を支える「強さ」がまだ欠けて
いたから、｛鐵悔が本物にならないのだ。アーサーがその「強さ」をえるためには、もう一度罪を犯さ
ねばならなかった。それは自分の罪が「情熱から犯した罪であって、主義があったわけでも、また目
的があって犯した罪でさえなかった」（p．485）という自己弁護や、「罪は犯していても、やはり神の
栄光や人間の幸福を希う心は失わずにいるので、暗い汚れた我が身を人前に出すのを避けているの
だ」（p．419）などという自己欺隔と決別して、「今までになく知りながら地獄へ落ちる罪」（p．506）
を犯すためであった。もはや何ら取り繕ったり、ごまかしたりする必要もなく、ただ罪を犯した人間
である自己を、徹底して確認するためであった。
　だがそうするためにもアーサーはヘスターの力を借りなければならない。彼女によって、自分の周
囲に絶えず寄り添う医者、チリソグワースが実は自分の最大の敵、ヘスターの前夫であることを知ら
されると、アーサーはそれまでの良心の苛責に苦しむ気の弱い牧師という仮面をかなぐり捨てて、
「暗い変貌」（p．479）をとげ、その秘密を隠していた廉でヘスターを面罵する。しかもそれは「一人
でも友人があって一それが最悪の敵であっても！一他の人たちにほめられて胸の痛むとき、その
人を毎日訪れて、これほど悪い罪人はないと知ってもらえたら……私は救われるのに！」（同）と言
ったそのすぐあとでのことなのである。いかに気が動転していたとはいえ、厚顔無恥といえば、これ
ほど厚顔無恥なことはない。アーサーはここで変貌したのではなく、その本性を暴露したのだ。そし
てこれこそが、それまで周囲の人びとを欺き、自分自身を欺くことによって見失っていた自分の本当
の姿を取り戻す契機となったのだ。実像をさらけ出したアーサーは実像によって応えられる。つまり
自己保身の壁が打ち破られて、狂ったようにヘスターをなじるアーサーを、彼女が「神さまに罰せら
れても、あなたには許していただかなくては！」（p．480）と叫んで、しっかりと抱きとめたからであ
る。このときヘスターは、文字通り神に罰せられようとも、自分の愛を貫く決意を必死の想いで打ち
明けたのである。一方抱ぎとめられたアーサーは、その頬を緋文字に強く押しつけられて、身をふり
ほどこうと懸命になる。しかしヘスターはあくまで彼を放そうとはしない。言わばそれは、長年の虚
像という殻を破って、新しく生まれ出ようとするアーサーの「生みの苦しみ」にも似た場面であっ
た。やがて「許すとも、ヘスター」（同）という言葉がアーサーの口からもれる。固い殻はとうとう
破れ、アーサー一は実像の世界に踏み込んで行く。
　こうしてヘスターの力を借り、アーサーは自分本来の姿を回復し、彼女の勧めるままにこの植民地
を去る決意を固める。すると「何とも言えぬ喜び」（p．486）が湧き出して、今まで胸の奥にしまって
おいた邪悪な想念までが、次々とその姿を現わしてアーサーを驚かせる。それは実像の世界で生きる
気になったアーサーが、思わず心を開いた一つの結果であっただろう。ところが新しく生まれたはず
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のアーサーを待ちうけていたものは、全く思いもかけない運命であった。彼は虚像の世界で夢見たこ
とを実像の世界で達成してしまう。自ら「処刑台」にのぼり、その罪を公に告白して果てるのだ。
V
　「処刑台」で幕を開けた物語が「処刑台」でその幕を閉じるというのは意義深い。そこには確かに
作者の意図が働いている。「緋文字』はその物語の展開において、三つの「処刑台」の場面一すな
わちヘスターが公的な恥辱をうける場面、アーサーが苦悶の末に真夜中にそこに登る場面、そして同
じくアーサーが罪の告白をして死ぬ場面一が「均整のとれた筋書き」11）を保証していると言われる
所以である。だが初めと終わりの「処刑台」の上で二度とも罰せられたのは、ヘスターその人であっ
たことを忘れてはならないだろう。最初は彼女を取り巻く社会の掟とそこに住む人びとによって、そ
して最後は恐らく神自身の意図によってである。これに対してアーサーは、一度目は「罪に偽善を加
える」（既出）ことでその罰をのがれ、二度目は罪を告白し、息絶えてしまうことで「死」という永
遠の中に逃げ込んでしまうのだ。D・H・ロレソスが「ディムズデイルはぎりぎりの最後のところで一
発かます。彼は処刑台の上で公然と告白し、死の中にさっと身をひいて、この見世物全体の秘密をば
らす。そしてヘスターはだまされたままであり、ロジャーは言わぼ二重に不義を働かれたままであ
る。」12）と皮肉をこめて書いたのも無理はない。自己の愛情を貫いて、たとえ「神に罰せられても」
（既出）アーサーにだけは許してもらったヘスターが、親子三人手を取り合って、この恥辱と苦痛に
まみれた植民地を出て行く気持でいるときに、この男はその約束を違え、自らその生を完結してしま
う。思えばアーサーの死とは、「地上の聖者」（p．524）にふさわしいあらゆる資質を備えながら、親
譲りの「強い動物性」（既出）のために罪を犯し、その罪と正面から立ち向って行けなかった弱い男
を、神がチリングワースという「大理石」の心をもつ男を遣はして責め苛み、ヘスターという「予言
者」的な「強さ」をもつ女を介して、とうとう自分と立派に立ち向える本当の「聖者」に仕たてあげ
た、その勝利の宣告であったかもしれない。ヘスターとパールを「処刑台」上にさし招いた彼の顔に
は「優しくふしぎな勝利の色」（p．535）さえ浮んでいた。
　けれどもアーサーの、つまりは神の勝利は同時にヘスターの、悔い改めぬ罪人の敗北を意味してい
た。それは神にまさって自分の愛を第一に考えた彼女から、その愛の対象を永遠に奪い去るというひ
どく乱暴なやり方で明示される。そしてこのときヘスターは、その罪が導き出したあらゆる負の要素
を忍んでまで、自分が闘ってきた本当の相手が、他の誰でもない神そのものであったことを、骨身に
染みて知らされたに違いない。それゆえに「この方が森の中で夢見たことよりよくはない？」（p．536）
とアーサーから尋ねられたとき、ヘスターはアーサーの声ではなく神の声を聞いていたのであり、そ
れに対してはただ「わかりません！　わかりません！」（同）としか答えることが出来なかった。臨
終を迎えたアーサーに、この世でさんざん苦しみ償い合った「私たちはあの世で一緒に暮せないのか
しら？」（p．539）とヘスターが問いかけたとき、それはこの世では神の裁きに従うけれども、あの世
では自分の愛を貫ぎたいというヘスターのぎりぎりの願いをこめた神への申し立てでもあったわけ
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だ。だがヘスターの最後の願いも、アーサーの次の言葉で退けられてしまうのである。
　私たちの破った掟！一今恐ろしくも明らかになった罪！　それだけを考えておくれ！　恐ろし
い！　恐ろしい！　きっと、私たちが神様を忘れたとき一お互いの魂の尊敬を破ったとき一その
ときから永遠の純潔な契りを再び結んで、あの世で出会う希望を失ったのだ。（p．539）
　アーサーの言葉は途絶え、その死によって神の特別な配慮を担っていたパールはその任を解かれ
る。つまり「まじない」が解け、人間の仲間入りをするのである。一方、アーサーを責め苛むこと
で、その悪魔的な虚像を支えていたチリングワースも、その支柱を失って間もなくこの世を去って行
く。アーサー自らが予言した「最后の審判の日」（p，418）は訪れ、全ては終息したかにみえる。だ
が、ことヘスター・プリンに関しては全てはこれからであった。アーサーの死後、一端この地を離
れたヘスターが、ここでこそ「罪を犯し、悲しみの生活を送ったけれど、まだ繊悔が残っていた」
（P．545）から帰ってきたのだ。恋人が最後に送った言葉、「私たちが破った掟！一今恐ろしくも明
らかになった罪！　それだけを考える」仕事が残っていたからである。
　言うまでもなく罪とは人間におけるもっとも劇的な経験である。そして経験が何らかの実質のある
ものになるためには、その人間の思想を変えるか形づくるか、あるいは補強するか弱体化させるか、
ともかくある程度の衝撃を与えるものでなければならない。そうでなければただの思い出と化して、
側を通り過ぎて行くばかりだ。人間の能力は、あるいは可能性は、それゆえどれほど経験を吟味して
血肉化していくかにかかっている。ヘスターの罪は、その意味で確かに彼女の思想を血肉化した。緋
文字は「世間の侮辱といや味をひきおこす恥辱のしるし」（p．545）からr同情をさそい、畏怖と尊
敬」（同）をもって眺めるものへと変化していたからである。しかしこのように経験を血肉化したヘ
スターが、それでもまだ「この世がそれにふさわしいほど成熟し、もっと明るい時代が来て、神様の
意志がそのまま実現する時代となり、男女の関係を残らず相互の幸福という今よりも確実な基礎の上
に築くため、新しい真理が啓示される」（p．545）という「固い信念」（同）を抱いていたと言うので
あれば、ヘスターの経験は彼女を悔い改めぬ罪人から一種の「予言老」にと変貌させたことも明らか
である。このニュー・イングランドの植民地で生を終えたヘスターの墓碑銘に、「黒い地の上に、赤
い文字A」（p．546）が永久に輝いていたは、そのことを暗示していたのではなかろうか。
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